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候
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!
大
逆
事
件
へ
の
文
培
一
の
抵
抗
1

は
じ
め
に

明
治
四
四
年
一
月
、
大
逆
事
件
被
告
に
死
刑
判
決
が
下
り
、
幸
徳
秋
水
、
大
石

誠
之
助
、
管
野
ス
ガ
ら
一
二
名
が
処
刑
さ
れ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
作
家
た
ち
を
震

捕
さ
せ
た
大
事
件
で
あ
っ
た
。
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こ
の
大
逆
事
件
に
衝
撃
を
受
け
、
批
判
の
態
度
を
示
し
た
作
家
と
し
て
、
与
謝

野
寛
、
平
出
修
、
石
川
啄
木
、
森
鴎
外
、
徳
冨
麓
花
、
永
井
荷
風
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
こ
れ
ま
で
、
弁
護
人
左
し
て
関
わ
っ
た
平
出
修
は
別
と

し
て
、
彼
等
の
批
判
は
、

あ
く
ま
で
も
「
文
学
』
と
い
う
枠
の
中
に
と
ど
ま
り
、

や
が
て
内
向
し
た
り
沈
黙
し
た
り
し
て
い
く
と
見
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
で
自
ら
裁
判

を
起
こ
し
て
国
家
権
力
と
直
接
闘
っ
た
エ
ミ

l
ル
・
ゾ
ラ
の
よ
う
な
作
家
は
、

本
に
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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そ
う
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
事
件
直
後
の
凍
り
つ
く
よ
う
な
震
掠

か
ら
、
数
年
た
っ
て
、

よ
う
や
く
息
を
吹
き
返
し
、
政
治
に
対
す
る
直
接
的
な
行

動
に
出
て
、
か
つ
て
の
大
逆
事
件
に
立
ち
向
か
っ
た
作
家
た
ち
が
い
た
の
で
は
な

い
か
。
私
は
、
多
く
の
作
家
た
ち
に
支
援
さ
れ
た
、
大
正
四
年
三
月
の
馬
場
孤
蝶

と
与
謝
野
寛
の
衆
議
院
選
挙
立
候
補
に
そ
れ
を
見
た
い
。

塚

コ主主
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子

本

大
正
四
年
一
月
、
安
成
貞
雄
と
和
気
律
次
郎
が
、
孤
蝶
宅
を
訪
れ
て
、
立
候
補

を
す
す
め
る
。
孤
蝶
は
、
寛
を
誘
い
、
二
人
は
こ
の
選
挙
に
出
る
こ
と
に
な
る
。

孤
蝶
は
東
京
か
ら
、
寛
は
京
都
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
立
候
補
は
、
孤
蝶
の
側
か
ら
も
寛
の
側
か
ら
も
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

!
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
大
逆
事
件
と
の
関
わ
り
を
論
じ

ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。

木
戸
昭
平
氏
は
、
孤
蝶
の
立
候
補
を
、
大
逆
事
件
以
降
の
時
系
列
の
な
か
に
描

い
て
は
い
る
も
の
の
、
「
民
主
主
義
政
治
の
提
唱
」
、
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先

駆
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
中
村
文
雄
氏
は
、
孤
蝶
の
述
べ
た
「
立
候
補
の

-1-

理
由
」
(
『
反
響
』
大
四
・
一
二
)
に
つ
い
て
、
明
治
三
四
年
の
「
社
会
民
主
党
宣
言
」

し

に
「
基
本
的
に
は
通
底
し
て
い
る
」
と
し
て
、
孤
蝶
を
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

先
駆
者
」
と
呼
ん
で
い
る
。

日

ま
た
寛
の
立
候
補
に
つ
い
て
も
、
香
内
信
子
氏
は
、
「
大
正
改
変
の
ム

l
ド
が
、

全
国
的
に
」
ひ
ろ
が
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
寛
が
洋
行
中
に
「
フ
ラ
ン
ス
で
得
た

『
未
来
派
・
人
生
派
』
の
思
想
を
政
治
の
世
界
で
開
花
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

二
人
の
立
候
補
の
背
景
に
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
関
わ
り
が
、
大
き
な
要

因
と
し
て
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

だ
が
私
は
以
前
、
新
資
料
を
も
と
に
、
寛
の
立
候
補
の
背
景
に
、
大
逆
事
件
で
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処
刑
さ
れ
た
大
石
誠
之
助
へ
の
追
悼
の
思
い
が
あ
り
、
事
件
に
対
す
る
寛
の
抵
抗

が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
本
稿
に
も
関
わ
る

の
で

そ
の
内
容
を
大
づ
か
み
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

寛
が
立
候
補
し
た
折
、
妻
品
子
は
新
宮
、
熊
野
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
旅
は
、

選
挙
の
資
金
集
め
の
旅
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
資
料
に
乏
し
く
、
履
歴
の
「
空
白
」

と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
新
宮
市
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
た
、

晶
子
か
ら
沖
野
岩
三
郎
に
出
さ
れ
た
一
通
の
書
簡
か
ら
、
こ
の
旅
の
事
情
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
旅
で
、
品
子
の
世
話
を
し
た
の
は
、
大
逆
事
件
で
一
人
連
座
を
ま
ぬ
が
れ

た
新
宮
の
牧
師
、
沖
野
岩
三
郎
で
あ
っ
た
。
沖
野
は
、
歌
人
で
も
あ
り
、
『
よ
し

あ
し
草
』
、
『
明
星
』
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
ま
た
後
に
作
家
と
な
る
ま
で
に
支
援

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
与
謝
野
夫
婦
と
生
涯
に
わ
た
っ
て
親
交
を
結
ん
だ
人
物
で

そ
し
て
こ
の
書
簡
に
は
、
晶
子
の
沖
野
に
対
す
る
感
謝
と
と
も
に
、
晶
子

あ
る
。

が
大
石
誠
之
助
の
遺
族
宅
を
訪
問
し
、
妻
子
と
語
り
、
旅
の
間
ず
っ
と
暗
い
気
持

ち
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
晶
子
の
旅
は
大
石
追
悼
の
旅
で
も
あ

り
、
寛
の
立
候
補
の
背
景
に
は
、
大
逆
事
件
に
対
す
る
寛
と
晶
子
の
抵
抗
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

大
石
も
ま
た
短
歌
を
通
し
て
寛
晶
子
と
付
き
合
い
が
あ
っ
た
。
「
明
星
」
が
一

足
遅
れ
て
流
行
し
た
新
宮
歌
壇
は
、
当
時
「
明
星
」
が
勢
力
を
失
っ
て
い
く
な
か

で
、
寛
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
寛
の
提
唱
し
た
短
歌
革
新
の
影
響
を

受
け
た
人
々
を
無
惨
に
痛
め
つ
け
た
大
逆
事
件
は
、
寛
に
と
っ
て
自
ら
の
短
歌
草

新
運
動
を
打
ち
砕
く
も
の
で
あ
っ
た
。
大
逆
事
件
は
一
つ
の
政
治
的
事
件
で
あ
る

が
、
寛
や
日
間
子
ら
が
目
指
し
た
「
明
星
」

の
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
が
実
世
界
に
お
い
て

拡
大
し
て
い
く
う
ち
に
、
あ
る
部
分
が
社
会
主
義
思
想
と
結
び
つ
き
変
形
し
て
い

く
な
か
で
起
き
た
事
件
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

寛
の
立
候
補
は
、
鴎
外
、
荷
風
と
い
っ
た
多
く
の
作
家
た
ち
が
、
大
逆
事
件
に

大
き
な
衝
撃
を
受
け
つ
つ
も
、
結
局
は
沈
黙
し
て
い
く
な
か
で
、
直
接
的
に
自
由

の
獲
得
を
目
指
し
て
政
治
行
動
に
及
ん
だ
作
家
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

私
は
、

以
前
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ム
ユ
度
考

え
て
み
た
い
の
は
、

孤
蝶
に
勧
め
ら
れ
て
立
候
補
し
た
寛
が
そ
う
な
ら
ば
、
勧
め

た
孤
蝶
の
な
か
に
も
、
同
じ
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
孤
蝶
の
立
候
補
に
も
大
逆
事
件
の
影
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
の
大
正
四
年
三
月
の
孤
蝶
と
寛
の
立
候
補
が
、
大
逆
事
件
へ
の
抵
抗
を
一

--J 

の

動
機
と
し
て
も
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

そ
れ
を
当
時
の
文

そ
し
て
、

壇
が
総
力
を
挙
げ
て
支
援
し
て
い
た
こ
と
に
も
言
及
し
た
い
。
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こ
の
こ
人
の
立
候
補
は
、

近
代
文
学
の
歴
史
上
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
出

来
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

衆
議
院
選
挙
に
際
し
て
述
べ
ら
れ
た
孤
蝶
と
寛
の
訴
え
に
は

一
致
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
今
少
し
、
両
者
の
訴
え
を
見
比
べ
て
み
た
い
。
寛
は
、
「
与

謝
野
鉄
幹
氏
の
宣
言
」
(
『
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
付
録
』
大
四
'
三
・
九
)

で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
、
私
は
近
年
の
欧
州
遊
学
以
来
、
現
代
の
権
威
で
あ
る
人
生
派
乃
至
未
来

派
の
思
想
に
駕
し
て
、
全
日
本
人
の
生
活
の
改
造
と
、
充
実
と
、
飛
躍
と

の
為
に
あ
ら
ゆ
る
不
純
、
私
曲
、
抑
圧
、
国
随
、
退
嬰
、
妥
協
の
悪
気
流



と
戦
ふ
覚
悟
で
す
。
換
言
す
れ
ば
、
自
由
と
愛
と
競
争
と
に
生
き
ゃ
う
と

す
る
人
間
意
志
の
根
本
に
立
脚
し
、
全
日
本
人
の
最
大
幸
福
を
標
準
と
し

て
、
政
治
、
教
育
、
芸
術
、
財
政
、
軍
備
、
婦
人
問
題
其
他
一
切
を
批
判

し
ま
す
。
若
し
幸
ひ
に
私
が
当
選
の
栄
を
荷
ふ
暁
に
は
、
誓
っ
て
次
の
諸

項
の
実
行
を
期
し
ま
す
。

(
略
)

(
こ
憲
法
に
由
て
得
た
る
全
日
本
人
の
自
由
を
実
現
す
る
為
に
、
出
版
法

条
例
、
新
聞
紙
条
例
、
政
社
法
、
治
安
警
察
法
等
の
改
廃
を
実
行
す

る
こ
と
。
(
傍
線
塚
本
、
以
下
問
)

寛
は

こ
の
よ
う
に
、
自
由
の
獲
得
、
こ
と
に
思
想
・
表
現
の
自
由
を
求
め
、

出
版
法
条
例
、
新
聞
紙
条
例
、
政
社
法
、
治
安
警
察
法
等
の
改
廃
を
訴
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

一
方
、

孤
蝶
は
、
「
立
候
補
の
理
由
」

軍
備
の
縮
小
に

で
、
参
政
権
の
拡
大
、
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つ
い
て
述
べ
た
後
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

民
意
に
因
っ
て
動
か
さ
る
¥
こ
と
を
厭
ひ
た
る
歴
代
の
政
府
は
、

思
想
の
自
由
を
ば
好
ま
無
か
っ
た
。
川

人
民
の

予
等
は
、
官
学

偏
重
の
積
弊
を
打
破
し
、
文
明
的
自
由
思
想
の
基
礎
に
、
我
国
教
育
の
精
神

を
置
か
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
(
略
)
治
安
警
察
法
は
、
学
生
、
生
徒
及
び
女

子
に
は
、
政
談
を
聞
く
だ
け
の
権
利
を
さ
へ
奪
っ
て
居
る
。
(
略
)
斯
の
如

き
、
民
権
に
対
す
る
局
限
は
、
国
民
の
威
厳
の
上
よ
り
し
て
、
速
に
撤
廃
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。

民
権
の
勃
興
、
国
民
の
自
覚
を
恐
れ
た
る
歴
代
の
政
府
は
、
新
聞
紙
条
例

中
に
、
保
証
金
を
修
む
る
に
非
ざ
れ
ば
、
定
期
刊
行
物
中
に
於
て
時
事
を
記

載
す
る
こ
と
を
得
無
い
と
い
ふ
条
項
を
設
け
て
、

民
論
の
勃
興
を
妨
げ
て
居

る
。
〈
略
)

言
論
の
自
由
に
対
す
る
此
の
障
壁
を
ば
打
破
し
無
け

予
等
は
、

国
民
の
内
的
生
活
と
は
、
何
等
の
交
渉
も
無
か
っ
た
歴
代
の
政
府
は
、

国

民
の
心
的
発
達
に
対
し
て
は
、
何
等
の
理
解
を
も
持
っ
て
居
無
い
。
彼
等
は
、

我
新
興
の
芸
術
が
、
国
民
の
思
想
の
発
展
と
如
何
な
る
関
係
に
な
っ
て
居
る

か
を
、
更
に
知
ら
ぬ
。
彼
等
は
、

七
八
十
年
以
前
の
人
の
如
き
頭
脳
を
以
つ

て
、
頑
冥
の
取
締
を
我
芸
術
の
上
に
加
へ
て
居
る
。

予
等
は
、
彼
等
の
無
理

解
な
る
所
謂
る
取
締
り
な
る
も
の
を
妨
げ
る
設
備
を
し
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

孤
蝶
も
や
は
り
、
思
想
・
表
現
の
自
由
を
重
要
な
も
の
と
考
え
、
「
治
安
警
察

法
の
撤
廃
」
、
「
新
聞
紙
条
例
の
撤
廃
」
を
訴
え
て
い
る
。

孤
蝶
と
寛
は
、
思
想
、
表
現
の
自
由
を
強
く
求
め

そ
れ
を
制
限
し
よ
う
と
す

-3-

る
法
律
の
撤
廃
を
求
め
て
、
共
闘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
も
ま
た
、
大
逆
事
件
に
強
い
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。
神
崎
清
氏
は
、
「
徳

冨
麗
花
と
大
逆
事
件
」
(
『
文
学
』
昭
三
一

}¥. 

で
、
「
こ
の
戦
懐
的
な
大
逆
事

!日

件
は
、
当
時
の
文
学
者
に
も
精
神
的
震
動
を
あ
た
え
て
い
る
。
」
と
し
て
、
産
花
、

啄
木
、
荷
風
等
と
と
も
に

孤
蝶
の
名
を
挙
げ
、
彼
等
の

「
作
品
や
言
動
の
な
か

に
、
そ
の
反
応
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。

事
件
当
時
の
孤
蝶
の
著
作
物
に
は
、
事
件
の
衝
撃
が
表
れ
て
い
る
。
秋
水
が
鮪

ら
え
ら
れ
た
頃
か
ら
、
孤
蝶
は
、

公
開
処
刑
さ
れ
る
死
刑
囚
の
姿
を
克
明
に
描
い

た
ツ
ル
ゲ
i
ネ
フ
の

「
断
頭
台
」
(
『
露
西
亜
文
学
』
明
四
四
・

一
1
二
)
を
翻
一
訳

し
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
諸
家
座
談
」
(
『
新
潮
』
明
四
一
二
・
一
一
)
に
は
、

孤

蝶
の
言
葉
と
し
て
、
「
人
間
の
思
想
と
云
ふ
も
の
が
そ
ん
な
に
怖
け
れ
ば
、

五
十

年
も
六
十
年
も
前
に
返
っ
て
鎖
国
主
義
を
取
る
と
好
い
。
(
略
)
何
よ
り
も
彼
よ
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り
も
日
本
と
云
ふ
国
が
一
時
に
ふ
っ
と
消
え
て
無
く
な
る
と
そ
れ
が
一
番
好
い
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
逆
事
件
は
、
当
時
、
孤
蝶
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
だ
が
、

明
治
四
一
ニ
、

四
四
年
の
こ
れ
ら
の
資
料
だ
け
で
は
、
大
正
四
年

の
立
候
補
に
事
件
へ
の
抵
抗
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
に
は
、
十
分
な
資
料
と

は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
挙
げ
て
み
た
い
の
は
、
大
逆
事
件
で
死
刑
と
な
っ
た
人
々
が
処
刑
さ
れ

た
直
後
、
明
治
四
四
年
二
月
四
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
三
回
文
学
会
の
講
演
会
で
あ

る
。
『
三
田
文
学
』
(
明
四
四
・
三
)
の

「
消
息
」
に
は
、
こ
の
会
で
、
荷
風
、
孤

蝶
、
平
出
修
、
岩
野
泡
明
等
が
講
演
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
講
演
後
に
、
「
三
田

ス
バ
ル
、
白
樺
、
新
思
潮
社
同
人
合
わ
せ
て

文
学
会
、

四
十
余
名

晩
餐
を
共

に
し
、
」
、
「
種
々
の
興
味
あ
る
感
想
談
」
を
し
て
い
る
こ
と
が
伊
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
講
演
内
容
を
簡
略
に
紹
介
し
た
「
三
田
文
学
講
演
会
」
(
『
慶
謄
義
塾
皐
報
』

と
い
う
記
事
を
見
る
。
こ
こ
に
は
、
「
馬
場
孤
蝶
氏
は
制
崩
瑚
付

明
四
四
・
二
)

のと義
と
無
政
府
主
義
に
就
て
自
己
の
感
想
を
披
涯
し
』
午
後
六
時
閉
会
し
た
り
」
と
、

書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
秋
水
ら
の
処
刑
直
後
、
事
件
の
渦
中
に
い
た
平
出
修

が
講
演
し
、
事
件
に
関
わ
る
内
容
を
話
し
た
こ
の
会
に
、
事
件
の
衝
撃
が
強
く
反

映
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
孤
蝶
の
講
演
も
ま
た
、
事
件
に
対
す
る
一
つ

の
批
判
と
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
孤
蝶
講
演
の

「
封
建
時
代
の

政
略
的
に
作
ら
れ
た
る
君
臣
父
子
の
関
係
を
其
の
ま
〉
現
代
に
応
用
強
制
せ
ん
と

す
る
の
非
を
論
じ
て
」
と
い
う
点
が
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
孤
蝶
の
「
立
候
補
の
理
由
」

の
一
文
、
「
彼
等
は
、
極
力
、
盲
従
的
精
神
、
守
旧
の
精
神
を
ぱ
基
礎
と
し
た
教

育
を
、
国
民
に
強
ゐ
来
っ
た
。
」
と
い
う
箇
所
と
呼
応
し
て
い
る
。
こ
の
呼
応
が
、

事
件
直
後
の
孤
蝶
の
憤
り
が
、
大
正
四
年
の
立
候
補
の
時
ま
で
、
持
続
し
て
い
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た

こ
の

「
盲
従
的
精
神
、
守
旧
の
精
神
」

の
強
制
へ
の
批
判
は
、
『
近
代

文
芸
の
解
剖
』
(
大
三
・
九
、
康
文
堂
書
庖
)

の
「
序
」

で
も
、
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
以
下
に
挙
げ
る
。

欧
羅
巴
の
近
代
文
学
の
特
徴
は
、

そ
の
優
れ
た
る
作
品
に
は
、
何
れ
を
見
て

も
、
人
道
的
思
想
が
そ
の
根
本
を
為
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
既
往
の
何
世

紀
を
も
経
来
っ
た
因
襲
の
重
量
の
下
に
悩
ん
で
居
る
人
間
を
何
う
す
る
か
、

と
tlP ~、

ちふ
んの
基|が
F哩....，、
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何
う
し
て
も
除
い
て
了
ま
は
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
考
か
ら
し
て
、
所
謂

る
十
九
世
紀
の
新
芸
術
の
作
家
は
、
大
抵
皆
、
さ
う
い
ふ
諸
制
度
及
び
詰
因
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襲
に
対
し
て
背
叛
の
態
度
に
出
て
居
る
。

Ivl 

こ
の
箇
所
で
も
、
孤
蝶
は
、
芸
術
を
「
因
襲
」
を
打
ち
破
る
も
の
と
し
て
お
り
、

「
盲
従
的
精
神
、
守
旧
の
精
神
」

の
強
制
へ
の
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
章

を
、
事
件
直
後
の
三
田
文
学
会
の
講
演
と
「
立
候
補
の
理
由
」

の
聞
に
、
位
置
付

け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
が
、
選
挙
で
強
く
訴
え
た
思
想
・
表
現
の
自
由
、

そ
し
て
こ
の
「
盲
従
的

精
神
、
守
旧
の
精
神
」

の
強
制
へ
の
批
判
は
、
土
岐
哀
果
の
勧
め
で
過
去
の
評
論

一
二
、
東
雲
堂
書
庖
)
や
、

を
集
録
出
版
し
た
『
社
会
的
近
代
文
芸
』
(
大
四
・

他
の
批
評
の
な
か
に
も
連
続
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
孤
蝶
の
内
部
で
、
こ
れ
ら

の
思
考
は
ゆ
っ
く
り
と
熟
成
し
、
立
候
補
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
ず

『
社
会
的
近
代
文
芸
』
に
つ
い
て
、
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。



吾
々
の
考
へ
で
は
、

文
明
の
賓
賜
は
、
(
略
)
個
人
に
少
く
と
も
思
想
の
自

由
を
容
る
す
所
に
在
る
。
複
雑
な
る
社
会
現
象
を
以
て
、
刺
戟
さ
れ
、
個
人

と
し
て
直
に
解
決
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
多
様
の
問
題
の
眼
前
に
揖
集
し
来
る

な
か
に
立
っ
て
、
個
想
を
有
し
、
個
性
を
発
揮
す
る
を
容
る
さ
れ
ぬ
と
い
ふ

の
で
あ
っ
た
ら
、
五
日
々
に
は
、
所
謂
る
文
明
の
進
歩
な
る
も
の
は
、
甚
だ
難

有
く
無
い
も
の
で
あ
る
。
教
育
の
目
的
は
、
無
理
に
人
間
を
平
凡
化
す
る
の

に
あ
る
の
で
は
無
い
。
個
性
を
築
き
、
個
想
を
造
る
基
礎
を
置
く
為
め
で
無

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
「
新
文
学
の
弁
」
)

孤
蝶
は
、
思
想
の
自
由
を
求
め
、
教
育
の
目
的
を
「
人
間
を
平
凡
化
す
る
」

で
は
な
く
、
「
個
想
を
造
る
」
た
め
の
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た

孤
蝶
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
改
革
は
、

そ
の
実
行
の
計
画
が
立
つ
に
先
だ
っ
て
、
先
づ
夢
想
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
新
し
き
思
想
、
新
し
き
進
歩
の
企
画
が
、
空
想
の
世
界
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即
ち
、
芸
術
界
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
全
く
こ
れ
が
為
め

で
あ
る
。

で
、
人
が
若
し
、
こ
の
空
想
の
自
由
を
容
る
さ
れ
ず
、

空
想
表
現

の
途
を
悉
く
塞
が
れ
る
や
う
で
あ
っ
た
ら
、
世
間
は
決
し
て
進
歩
し
無
い
。

空
想
の
世
界
に
於
て
は
、
十
分
に
空
想
の
跳
梁
を
容
る
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(
略
)

元
よ
り
、

一
時
代
の
芸
術
に
は
、
大
抵
三
つ
の
階
級
が
あ
る
。
第
一

は
、
時
代
に
遅
れ
た
る
人
々
に
対
す
る
も
の
、
第
二
は
、

そ
の
時
代
相
当
の

人
々
に
対
す
る
も
の
、
第
三
は
、

そ
の
時
代
を
超
へ
て
も
進
ま
ん
と
す
る
人

々
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
略
)
諾
般
の
制
度
を
革
新
す
べ
き
際
に
臨
ん

で
居
る
国
な
ど
で
は
、

そ
の
国
の
知
識
を
代
表
す
る
人
々
は
、
作
家
と
し
て

も
、
読
者
と
し
て
も
、
第
三
種
の
芸
術
に
趣
く
の
が
自
然
の
勢
で
あ
る
。

(
「
新
文
学
の
弁
」
)

孤
蝶
は
こ
こ
で
、
「
空
想
の
自
由
」
を
主
張
し
、
芸
術
の
第
三
の
階
級
を
「
そ

の
時
代
を
超
え
て
も
進
ま
ん
と
す
る
人
々
に
対
す
る
も
の
」
と
し
、
そ
の
芸
術
に
、

「
諸
般
の
制
度
を
革
新
す
べ
き
」
役
割
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
点
に
は
、

大
逆
事
件
へ
の
皮
肉
を
込
め
て
舎
か
れ
た
、
鴎
外
の
「
沈
黙
の
塔
」
(
『
三
田
文
学
』

明
四
三
・
一
一
)
と
の
類
似
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
沈
黙
の
塔
」
に
は
、
「
芸
術
の
認
め
る
価
値
は
、

因
襲
を
破
る
処
に
あ
る
。

因
襲
の
圏
内
に
う
ろ
つ
い
て
ゐ
る
作
は
凡
作
で
あ
る
。
因
襲
の
目
で
芸
術
を
見
れ

ば
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
が
危
険
に
見
え
る
。
」
、
「
学
問
の
上
で
も
心
理
学
が
思
量
が

の

ら
意
志
へ
、
意
志
か
ら
衝
動
へ
、
衝
動
か
ら
そ
れ
以
下
の
心
的
作
用
へ
と
、
次
第

そ
し
て
そ
れ
が
倫
理
を
変
化
さ
せ
る
。
形
而
上
学
を
変
化

さ
せ
る
。
」
、
「
芸
術
も
学
問
も
、
パ
ア
シ
イ
族
の
因
襲
の
目
か
ら
は
、
危
険
に
見

に
深
く
穿
っ
て
行
く
。

え
る
筈
で
あ
る
。
な
ぜ
と
い
ふ
に
、

一5一

ど
こ
の
園
、

い
つ
の
世
で
も
、
新
し
い
道
を

必
ず
反
動
者
の
群
が
ゐ
て
隙
を
窺
っ
て
い
る
。

そ

し
て
或
る
機
会
に
起
っ
て
迫
害
を
加
へ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

孤
蝶
の
言
葉
は
、
大
逆
事
件
へ
の
批
判
を
込
め
た
鴎
外
「
沈
黙
の
塔
」
に
描
か

れ
た
芸
術
観
と
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
先
に
挙
げ
た
『
近
代
文

芸
の
解
剖
』
「
序
」

の
、
「
十
九
世
紀
の
新
芸
術
の
作
家
は
、
大
抵
皆
」
、
「
諸
因
襲

に
対
し
て
背
叛
の
態
度
に
出
て
居
る
。
」
と
い
っ
た
箇
所
に
も
、
こ
の
鴎
外
の
文

章
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
付
言
し
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
孤
蝶
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

僕
等
は
、
個
人
の
権
威
を
認
め
る
こ
と
、
個
人
を
解
放
す
る
こ
と
、
随
っ
て
、

言
論
及
び
思
想
に
絶
対
の
自
由
を
得
せ
し
め
る
こ
と
な
ど
に
尽
力
す
る
の

が
、
や
が
て
、

正
義
人
道
の
為
め
に
戦
ふ
こ
と
だ
と
信
じ
て
居
る
。
唯
だ
、

そ
れ
が
為
め
に
華
々
し
く
戦
ふ
こ
と
は
、

国
法
上
で
は
僕
等
に
許
さ
れ
て
居
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無
い
。
僕
等
は
、
静
に
ア
ン
ダ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
戦
を
続
け
や
う
。

(
「
地
下
へ
」
)

孤
蝶
の
、
「
ア
ン
ダ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
戦
を
続
け
や
う
」
と
い
う
言
葉
に
、
思

想
、
表
現
の
自
由
を
日
本
に
根
付
か
せ
る
こ
と
を
願
う
、
彼
の
覚
悟
が
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

他
に
も
、
孤
蝶
は
、
「
対
社
会
の
文
学
」
(
『
慶
応
義
塾
学
報
』
大
二
・
四
)
で
、

「
従
来
の
日
本
政
府
の
遣
り
方
は
民
衆
を
盲
に
し
て
居
る
、
殊
に
政
治
に
関
し
て

は
そ
れ
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
「
言
論
の
自
由
の
範
囲
を
合
理
的
に
拡
め
て
貰
ひ
た

い
」
と
し
て
、
法
律
の
改
正
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
予
の
政
治
観
」
(
『
読
売

新
聞
』
大
三
・
四
・
九
)

で
は
、
「
今
の
政
府
な
る
も
の
は
吾
々
が
本
統
に
一
生

懸
命
に
文
学
を
や
ら
う
と
す
る
に
は
、
邪
魔
に
は
な
る
が
、
ち
っ
と
も
為
め
に
は

な
ら
な
い
。
」
、
「
今
の
や
う
に
邪
魔
を
し
て
呉
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
で
結
構
な
の
で

あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
は
、
大
逆
事
件
以
降
の
時
代
の
閉
塞
に
危
機
感
を
持
ち
続
け
、
様
々
な
規

制
に
抵
抗
し
な
が
ら
、
『
近
代
文
芸
の
解
剖
』
、
『
社
会
的
近
代
文
芸
』
、
そ
の
他
の

評
論
の
な
か
で
、
思
想
・
表
現
の
自
由
、
個
人
の
解
放
を
模
索
し
、
訴
え
続
け
て

い
た
の
で
あ
り
、

そ
の
思
想
の
蓄
積
が
、
彼
の
立
候
補
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
選
挙
後
も
孤
蝶
は
そ
の
思
想
を
深
め
、
「
文
芸
と

民
主
主
義
」
(
『
第
三
帝
国
』
大
五
・
七
)

で
も
、
「
言
論
及
び
思
想
の
自
由
」
を

「
社
会
の
進
歩
」
と
論
じ

国
家
に
よ
る
制
限
を
批
判
し
て
い
る
。

孤
蝶
の
立
候
補
に
は
、
大
逆
事
件
に
対
す
る
抵
抗
が

一
つ
の
大
き
な
動
機
と

し
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
四
年
の
孤
蝶
の
立
候
補
と
大
逆
事
件
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
、
も
う
一
つ
挙

げ
て
お
き
た
い
の
は
、
孤
蝶
の
、
裁
判
官
、
警
察
官
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

孤
蝶
は
、
「
立
候
補
の
理
由
」

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

民
意
を
顧
み
無
か
っ
た
歴
代
の
政
府
の
治
罪
保
安
の
方
法
は
、
裁
判
官
は
勿

論
、
下
級
の
警
吏
に
ま
で
、
絶
対
の
権
力
を
与
へ
て
、
更
に
人
民
の
権
利
を

尊
重
し
て
居
ら
ぬ
。
彼
等
が
、
職
務
上
如
何
な
る
過
失
を
為
す
も
、
如
何
な

そ
れ
に
対
し
て
、
責
任
を
負
は
し
む
る
国
法
は
一
も
設

る
請
詐
を
為
す
も
、

け
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。
(
略
)

予
等
は
、
如
上
の
国
法
と
制
度
と
を
設
け
て

彼
等
治
罪
保
安
に
従
事
す
る
官
憲
の
精
神
を
ば
、
更
正
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

こ
の
裁
判
官
、
警
察
官
に
対
す
る
批
判
に
も
、

孤
蝶
の
大
逆
事
件
裁
判
へ
の
不

信
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
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孤
蝶
は
、
「
現
今
の
裁
判
を
難
ず
(
評
論
)
」
(
『
反
響
』
大
四
・
二
)

で
も
、
刑

罰
の
目
的
の
一

つ
に
、
「
未
発
の
犯
罪
に
対
し
て
威
嚇
を
行
ふ
」

と
い
う
こ
と
が

あ
る
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
非
難
し
て
い
る
。

人
権
と
い
ふ
問
題
、

公
正
と
い
ふ
問
題
を
別
に
す
れ
ば
、
模
倣
者
の
多
く
出

さ
う
な
傾
の
明
か
に
見
え
て
ゐ
る
犯
罪
の
場
合
な
ど
に
は
、
真
の
犯
人
を
探

し
て
手
間
取
っ
て
い
る
よ
り
は
、
少
し
疑
は
し
い
位
の
被
告
人
を
そ
の
犯
罪

者
に
し
て
し
ま
っ
て
、

そ
れ
を
刑
罰
し
て
来
発
の
犯
罪
を
威
嚇
し
た
方
が
、

政
略
上
手
っ
取
り
早
い
方
法
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
は
ち
社
会
と
か

国
家
と
か
い
ふ
も
の
の
為
に
、
個
人
を
犠
牲
に
供
す
る
場
合
で
あ
る
の
だ
。

こ
こ
に
は
、
大
逆
事
件
の
裁
判
へ
の
痛
烈
な
批
判
が
あ
る
と
い
え
る
。

続
け
て
孤
蝶
は
、
ヴ
イ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ

l
の
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
プ
ル
』
か
ら
、
車

大
工
の
シ
ヤ
ム
・
マ
シ
ユ
ウ
が
ジ
ヤ
ン
・
ヴ
ア
ル
ジ
ヤ
ン
に
間
違
わ
れ
て
有
罪
の



宣
告
を
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ア
ル
ジ
ャ
ン
が
名
乗
り
出
る
法

廷
の
場
面
を
、
「
最
も
感
服
を
し
た
」
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
寛
罪
と
い
う
、
大
逆
事
件
を
街
梯
と
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
も

そ
し
て
結
び
で

孤
蝶
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
在
か
う
云
ふ
世
の
中
で
あ
る
以
上
は
、
五
回
々
は
そ
の
中
で
出
来
る
だ
け
の

自
由
を
得
て
行
く
や
う
に
も
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
(
略
)
即
ち
無
事

の
者
が
罪
に
陥
る
こ
と
が
成
る
べ
く
少
な
く
な
る
や
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
官
憲
が
実
力
を
も
っ
て
居
り
、

(
略
)
彼
等
に
し
て
強
ひ
て
横
暴

の
行
為
に
出
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
実
力
に
於
て
そ
れ
に
打
勝
つ
こ
と
は
出
来

し
か
し
な
が
ら
彼
等
が
横
暴
な
る
行
為
を
な
す
に
当
つ
て
は
、
其
の

、鼻、、、。

ふ
J
e
B
V

行
為
が
横
暴
で
あ
る
こ
と
を
彼
等
も
承
知
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ

位
置
に
何
時
も
官
憲
を
置
き
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
主
張
は
、
先
に
挙
げ
た
「
立
候
補
の
理
由
」

の
、
「
予
等
は
、
如
上
の
国

馬場孤蝶と与謝野寛、大正四年衆議院選挙立候補

法
と
制
度
と
を
設
け
て
、
彼
等
治
罪
保
安
に
従
事
す
る
官
憲
の
精
神
を
ば
、
更
正

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
い
っ
た
言
葉
へ
と
繋
が
つ
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
孤
蝶
の
立
候
補
の
動
機
に
、
大
逆
事
件
へ
の
抵
抗

が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
に
数
年
た
っ
て
な
お
立
候
補
を
決
意
さ
せ
る
ほ
ど
、
大
逆
事
件
は
大
き
な

衝
撃
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
の
生
涯
に
と
っ
て
、
自
ら
の
使
命
を
認
識
さ

せ
る
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
孤
蝶
と
関
係
の
あ
っ
た
、
ゾ
ラ
、

秋
水
、

馬
場
辰
猪
、
沖
野
と
い
っ
た
人
々
を
手
が
か
り
と
し
て
見
て
い
き
た
い
。

孤
蝶
は
、
西
洋
文
学
の
優
れ
た
翻
訳
者
で
も
あ
り
、
ゾ
ラ
の
小
説
を
訳
し
た
「
外

光
」
(
『
明
星
』
明
三
九
・
四

1
玉
)
を
発
表
し
て
い
る
。

ま
た
『
社
会
的
近
代
文

士
宮
』
「
最
近
+
五
年
文
芸
史
」

で
、
孤
蝶
は
「
エ
ミ
ル
・
ゾ
ラ
の
不
慮
の
死
に
至

つ
て
は
、
甚
だ
悲
し
む
べ
く
、
甚
だ
惜
し
む
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
」
と
、

そ
の

死
を
悼
み
、
「
エ
ミ
ル
・
ゾ
ラ
は
、
そ
の
筆
力
の
進
勤
と
、
そ
の
思
想
の
博
大
と
、

そ
の
正
を
踏
ん
で
恐
れ
ざ
る
勇
気
と
に
於
て
、
仏
関
西
国
が
誇
り
得
べ
き
大
文
士

で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

西
洋
文
学
の
翻
訳
家
と
し
て
先
頭
に
立
っ
て
き
た
者
と
し
て
、
彼
は
大
逆
事
件

に
対
し
て
黙
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
で

闘
っ
た
ゾ
ラ
の
あ
り
方
は
、
自
ら
の
取
る
べ
き
道
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
駄
水
と
孤
蝶
は
共
に
土
佐
出
身
で
あ
る
。

そ
し
て
秋
水
は
、
孤
蝶
の
兄
馬

場
辰
猪
を
慕
っ
て
い
た
。
堺
利
彦
の
「
辰
猪
と
勝
浦
」
(
『
孤
蝶
馬
場
勝
浦
氏
立
候
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補
後
援
現
代
文
集
』
大
四
・
三
、
実
業
之
世
界
社
)

に
は
、
「
私
が
幸
徳
秋
水
と

交
る
に
及
ん
で
、
秋
水
の
土
佐
人
た
る
が
為
に
、
殊
に
馬
場
兄
弟
に
就
い
て
語
る

間
も
な
く
瓢
然
と
し
て
米
国
に
遊

ん
だ
の
は
、
馬
場
辰
猪
の
跡
を
学
ん
だ
の
だ
と
評
さ
れ
て
い
た
。
」
と
書
か
れ
て

事
が
多
か
っ
た
。
秋
水
が
最
初
の
出
獄
の
後
、

い
る
。
秋
水
は
辰
猪
を
敬
愛
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

辰
猪
は
、
自
由
民
権
運
動
の
政
論
家
で
、
自
由
党
の
中
枢
で
も
活
躍
す
る
が

板
垣
退
助
の
外
遊
に
反
対
し
て
、

そ
し
て
明
治
一
八

明
治
一
六
年
に
脱
党
す
る
。

年
、
爆
発
物
取
締
規
則
違
反
容
疑
で
投
獄
さ
れ
、
翌
年
無
罪
と
な
る
が
、

そ
の
後

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
で
客
死
す
る
。
こ
の
よ
う
な
兄
を
持
っ
た
孤
蝶
に
と
っ
て
、

さ
ら
に
ま
た
秋
水
が
同
じ
よ
う
に
投
獄
さ
れ
処
刑
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
衝
撃

で
あ
る
。
後
に
も
述
べ
る
が
、
彼
は
大
逆
事
件
で
秋
水
が
処
刑
さ
れ
た
後
、
社
会

主
義
思
想
に
も
関
心
を
示
し
て
い
く
の
で
あ
る
。



馬場孤蝶と与謝野寛、大正四年衆議院選挙立候補

孤
蝶
の
自
伝
小
説
、
「
こ
し
方
」
(
『
=
一
回
文
学
』
明
四
四
・
ニ
に
は
、
次
の

よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

『
男
は
一
生
の
う
ち
に
一
度
は
牢
屋
に
入
い
る
位
の
勢
が
な
け
れ
ば
い
か
ん
』

こ
れ
は
、

田
原
に
対
す
る
兄
の
遺
言
に
な
っ
て
了
っ
た
。
進
ま
ん
と
欲
す
る

人
の
路
は
、
何
等
か
の
方
面
に
対
す
る

E
く

o=の
路
で
あ
る
。
何
等
か
の
方

面
か
ら
迫
害
を
期
さ
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
路
で
あ
る
。

田
原
の
兄
の
そ
の
一
語

は
、
田
原
の
や
う
な
純
芸
術
の
路
を
行
く
も
の
に
も
、
何
等
か
の
教
訓
を
与

へ
る
も
の
で
は
無
か
ら
う
か
。

明
治
四
四
年
一
月
と
い
う
、
大
逆
事
件
の
た
だ
な
か
で
発
表
さ
れ
た
こ
の
小
説

に
、
辰
猪
の
生
き
方
や
言
葉
が
、
孤
蝶
に
大
き
な
指
針
を
与
え
る
も
の
と
し
て
描

き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
に
と
っ
て
、
思
想
・
表
現
の
自
由
と
い
う
問
題
は
、
辰
諸
、
そ
し
て
秋
水

か
ら
、
自
ら
が
引
き
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
見
て
お
き
た
い
の
は
、
孤
蝶
と
沖
野
と
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
で
あ

る
。
沖
野
は
、
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」

で
も
少
し
述
べ
た
が
、
新
宮
の
牧
師
で
あ

り
、
大
逆
事
件
へ
の
連
座
を
一
人
ま
ぬ
が
れ
る
と
い
う
数
奇
な
運
命
を
辿
っ
た
人

物
で
あ
る
。
晶
子
の
新
宮
旅
行
の
後
、
彼
は
東
京
の
与
謝
野
夫
婦
宅
の
近
く
に
転

居
し
、
作
家
活
動
を
始
め
る
。
事
件
の
詳
細
を
書
き
残
そ
う
と
し
た
「
宿
命
」
(
『
大

阪
朝
日
新
聞
』
大
七
・
九

1
一
こ
や
、
「
煉
瓦
の
雨
」
(
『
黒
潮
』
大
七
・
二
)

等
の
小
説
を
書
く
。

そ
し
て
事
件
の
真
相
を
徳
富
草
花
、
賀
川
豊
彦
、
有
島
武
郎

と
い
っ
た
作
家
た
ち
に
秘
密
伝
道
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

昭
和
一
五
年
六
月
二
四
日
、

孤
蝶
の
葬
儀
で
、
沖
野
は
「
泊
翁
会
」
を
代
表
し

て
弔
辞
を
読
ん
で
い
る
。
(
「
弔
詞
」
『
博
浪
沙
』
「
馬
場
孤
蝶
追
悼
号
」
昭
一
五
・

七
)
「
泊
翁
会
」

は
、
孤
蝶
を
中
心
と
し
て
、
作
家
仲
間
が
集
ま
っ
て
文
学
に
つ

い
て
語
り
合
う
会
で
あ
り
、
大
正
八
年
か
ら
昭
和
一
五
年
ま
で
の
長
き
に
渡
っ
て

続
け
ら
れ
た
。

そ
の
会
を
代
表
し
た
の
が
沖
野
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

孤
蝶
と

沖
野
が
特
に
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

孤
蝶
と
沖
野
の
交
流
が
、

い
つ
か
ら
始
ま
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
大
正
七

年
一

O
月
二
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
、
「
『
煉
瓦
の
雨
』
の
会
(
写
真
)
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
沖
野
が
、
孤
蝶
、
寛
、
晶
子
ら
と
と
も
に
写
っ
て
い

る
の
で
、
こ
の
頃
に
は
っ
き
あ
い
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
沖
野
は
、
東
京
に
出
て

き
て
か
ら
与
謝
野
夫
婦
宅
に
頻
繁
に
出
入
り
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
な
か
で
孤

喋
と
も
交
友
を
深
め
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
寛
晶
子
を
介
し
て
も
っ
と

阜
く
か
ら
知
己
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

沖
野
が
書
い
た

「
思
ひ
出
の
二
つ
三
つ
」
(
『
博
浪
沙
』
前
出
)
に
、
次
の
よ
う

な
、
寛
宅
で
の
沖
野
と
孤
蝶
の
会
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
嘗
て
与
謝
野
寛
氏
の
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宅
で
坐
談
を
し
て
ゐ
る
時
、
私
が
何
か
に
激
昂
し
て
、
『
東
京
の
街
頭
を
甲
胃
姿

で
歩
い
て
や
ら
う
ぢ
ゃ
な
い
か
。
』
と
、
言
っ
た
も
の
だ
ο

そ
れ
は
無
論
私
の
逆

語
で
あ
っ
た
が
、
先
生
は
頻
り
に
頭
を
傾
け
て
、
『
沖
野
君
そ
れ
は
警
察
で
許
す

ま
い
。
』
と
、

言
は
れ
た
。
私
は
黙
っ
て
ゐ
る
よ
り
外
に
仕
方
が
な
か
っ
た
。
」
大

逆
事
件
以
降
、
警
察
の
監
視
を
受
け
続
け
て
い
た
沖
野
が
、
何
に
怒
っ
て
「
東
京

の
街
頭
を
甲
胃
姿
で
歩
い
て
や
ら
う
ぢ
ゃ
な
い
か
。
」
と
言
っ
た
の
か
は
書
か
れ

て
い
な
い
。

だ
が

「
沖
野
君
そ
れ
は
警
察
で
許
す
ま
い
。
」

と
い
う
孤
蝶
の
言
葉

か
ら
、

そ
れ
が
大
逆
事
件
へ
の
批
判
、
警
察
へ
の
反
発
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

こ
の
場
面
は
、

孤
蝶
と
沖
野
と
寛
晶
子
の
結
び
つ
き
に
、
事
件
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
一

O
年
一
月
に
は
、
孤
蝶
は
、
沖
野
、
村
松
梢
風
、
平
山
麓
江
と
、

四
人
で
台
湾
へ
講
演
旅
行
を
し
て
い
る
。

そ
の
時
の
事
を
、
沖
野
は
「
あ
の
時
の



は
な
し
」
(
『
三
田
文
学
』
昭
一
五
・
九
)
に
書
き
残
し
て
い
る
。

孤
蝶
は
、
大
逆
事
件
の
生
き
証
人
で
あ
る
沖
野
と
、
終
生
懇
意
に
し
続
け
た
。

そ
こ
に
は
、
事
件
の
こ
と
を
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
孤
蝶
の
思
い
が
見
て
取
れ

る
。
寛
晶
子
同
様
に
、
孤
蝶
に
と
っ
て
も
、
沖
野
と
の
交
友
は
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
、
私
は
、
大
逆
事
件
が
寛
を
深
く
苦
し
め
た
理
由
と

し
て
、
大
石
、
沖
野
と
い
っ
た
、
寛
が
提
唱
し
た
短
歌
革
新
の
影
響
を
受
け
た
人

々
が
傷
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

そ
れ
故
に
「
明
星
」

の
旗
手
と
し
て

の
寛
が
立
候
補
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
今
、
孤
蝶
を
含
め
て
、
再
び

述
べ
る
な
ら
ば
、
大
逆
事
件
は
、
「
文
学
界
」
、
「
明
星
」
と
い
う
、
自
由
を
求
め
、

旧
制
度
を
打
破
し
、
新
し
い
世
界
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
、
明
治
の
浪
漫
主
義
文

学
に
関
わ
っ
た
作
家
た
ち
に
、
こ
と
に
深
い
傷
跡
を
残
し
た
の
で
あ
り
、
孤
蝶
、

寛
の
立
候
補
は
、
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そ
の
よ
う
な
浪
漫
主
義
に
携
わ
っ
た
文
学
者
た
ち
の
抵
抗
と
し

て
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

西
洋
文
学
の
翻
訳
者
と
し
て
、
ま
た
、
秋
水
も
敬
愛
し
た
辰
猪
の
弟
と
し
て
、

ま
た
、
沖
野
の
終
生
の
友
と
し
て
、

そ
し
て
、
明
治
の
浪
漫
主
義
文
学
に
携
わ
っ

た
作
家
と
し
て
、
孤
蝶
に
と
っ
て
大
逆
事
件
は
、

深
く
傷
付
き
、
自
己
の
使
命
を

認
識
し
て
関
わ
ず
に
は
済
ま
さ
れ
な
い
、

そ
し
て
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
事
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四

孤
蝶
の
立
候
補
を
応
援
す
る
た
め
に
、
『
孤
蝶
馬
場
勝
靖
氏
立
候
補
後
援
現
代

文
集
』
(
大
四
・
三
、
実
業
之
世
界
社
、
以
下
『
現
代
文
集
』
と
す
る
。
)
が
出
版

さ
れ
る
。
第
一
部
で
は
、
夏
目
散
石
、
北
原
白
秋
、
正
宗
白
鳥
、
よ
さ
の
ひ
ろ
し
、

与
謝
野
晶
子
、
野
上
弥
生
子
、
佐
藤
春
夫
、
長
谷
川
天
渓
、
内
田
魯
庵
ら
四
七
名
、

第
二
部
で
は
、
小
山
内
薫
、
長
谷
川
時
雨
、
吉
井
勇
、
堺
利
彦
、
ら
い
て
う
、
田

山
花
袋
、
伊
藤
野
枝
、
徳
田
秋
替
、
生
田
長
江
ら
三
四
名
、
総
勢
八
一
名
の
作
家

た
ち
が
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
文
壇
の
非
常
に
大
き
な
勢
力
が
集
結

し
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
の
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
夏
目
激
石
で
あ
る
。
原
稿
の
配
列
は
寄
稿

承
諾
順
で
あ
っ
た
か
ら
、
激
石
の
支
持
は
強
い
も
の
で
あ
り
、
孤
蝶
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
孤
蝶
に
よ
れ
ば
、
激
石
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、

「
明
治
四
十
年
の
冬
頃
」
で
あ
り
、
互
い
の
家
へ
の
行
き
来
も
あ
っ
た
と
い
う
。

激
石
の
、
明
治
四
二
年
五
月
二
六
日
の
日
記
に
は
、
「
馬
場
孤
蝶
来
る
。
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
三
年
四
月
一
七
日
に
は
、
『
モ

l
パ
ッ
サ
ン
傑
作
集
』
(
大
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三
・
三
、
如
山
堂
)
を
孤
蝶
が
贈
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
が
激
石
か
ら
出
さ
れ

そ
こ
に
は
、
「
此
間
平
出
君
の
永
訣
式
の
時
一
寸
御
顔
を
見
ま
し
た
が

て
い
る
。

つ
い
御
挨
拶
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
文
章
も
あ
り
、
平
出
修
の
葬
儀
で
二

人
が
同
席
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
他
に
も
、
同
年
一
二
月
八
日
に
は
、
孤
蝶

が
『
葉
巻
の
け
む
り
』
(
大
三
・
一
二
、
庚
文
堂
書
庖
)
を
寄
贈
し
た
こ
と
に
対

す
る
礼
状
が
激
石
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
す
ぐ
後
の
二
一
日
に
は
、
激

石
か
ら
、

孤
蝶
の
母
が
亡
く
な
っ
た
事
へ
の
悔
や
み
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
孤
蝶
と
激
石
は
、
大
逆
事
件
前
後
に
交
流
を
深
め
て
お
り
、

そ

平
出
修
の
葬
儀
と
い
う
注
目
す
べ
き
出
来
事
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

激
石
が
『
現
代
文
集
』
に
寄
稿
し
た
の
は
、
「
私
の
個
人
主
義
」
で
あ
っ
た
。

こ
こ

ιは
、
「
た
と
へ
ば
私
が
何
も
不
都
合
を
働
ら
か
な
い
の
に
、
単
に
政
府
に

気
に
入
ら
な
い
か
ら
と
云
っ
て
、
警
視
総
監
が
巡
査
に
私
の
家
を
取
り
巻
か
せ
た

の
聞
に
は
、
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ら
何
ん
な
も
の
で
せ
う
。
警
視
総
監
に
夫
丈
の
権
力
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

徳
義
は
さ
う
い
ふ
権
力
の
使
用
を
彼
に
許
さ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ら

れ
た
箇
所
が
あ
る
。
中
村
文
雄
氏
は
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
「
大
逆
事
件
の
出
来

事
を
初
梯
さ
せ
る
。
激
石
の
大
逆
事
件
批
判
に
通
底
し
て
い
る
隠
時
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
」
と
、
激
石
の
事
件
へ
の
批
判
を
指
摘
し
て
い
る
。

激
石
が
、
『
現
代
文
集
』
に
、
こ
の

「
私
の
個
人
主
義
」
を
寄
せ
た
と
い
う

と
は
、
激
石
も
ま
た
、
孤
蝶
応
援
と
い
う
か
た
ち
で
こ
の
選
挙
を
戦
っ
て
い
た
の

で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
大
逆
事
件
へ
の
抵
抗
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
孤
蝶
は
、
「
鴎
外
、
激
石
両
先
生
」
(
『
新
潮
』
明
四
四
・
一

一
)
の
な

か
で
、
敵
石
の
博
士
号
辞
退
に
つ
い
て
、
「
先
生
の
あ
の
事
に
対
す
る
処
置
は
明

ら
か
に
政
事
上
の
意
味
を
含
ん
で
居
る
。
即
ち
個
人
対
国
家
の
問
題
に
触
れ
な
け

れ
ば
先
生
の
心
持
を
味
ふ
こ
と
は
出
来
ま
い
と
思
ふ
。
(
略
)
私
の
考
へ
て
ゐ
る

事
を
そ
の
ま
〉
書
け
ば
そ
れ
を
出
た
新
聞
も
雑
誌
も
発
売
禁
止
を
喰
ふ
か
も
知
れ

ぬ
と
思
っ
て
黙
っ
て
ゐ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
大
逆
事
件
の
影
が
見

ら
れ
る
。

孤
蝶
と
激
石
は
、
大
逆
事
件
に
対
し
て
、
抵
抗
の
思
い
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ

る。
『
現
代
文
集
』
に
は
、
先
に
も
挙
げ
た
堺
利
彦
の

「
辰
猪
と
勝
輔
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
大
正
に
入
っ
た
頃
か
ら
、
孤
蝶
は
社
会
主
義
思
想
に
接
近
し
て
い
た
。

明
治
四
五
年
一

O
月
、
大
杉
栄
、
荒
畑
寒
村
が
『
近
代
思
想
』
を
発
行
し
、
孤
蝶

も
、
原
稿
の
執
筆
は
し
て
い
な
い
が
、
翌
年
一
月
か
ら
開
か
れ
た
近
代
思
想
社
の

会
合
に
た
び
た
び
出
席
し
、
時
々
講
演
も
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

堺
は
、
「
辰
猪
と
勝
葡
」

の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
も
は
や
辰
猪
君
の
事
を
話
し
だ
さ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
る

と
孤
蝶
君
も
頗
る
気
の
乗
っ
た
様
子
で
色
々
辰
猪
君
の
事
を
私
に
話
し
て
呉

れ
た
。
(
略
)
私
は
大
い
に
此
話
に
動
か
さ
れ
て
、
前
に
記
し
た
秋
水
の
米

国
行
の
事
な
ど
も
話
し
た
後
、
あ
な
た
も
一
つ
兄
君
の
遺
意
を
継
い
で
大
い

に
政
治
界
に
活
動
を
試
み
て
は
如
何
で
す
か
と
、
少
し
立
入
っ
た
話
に
ま
で

及
び
か
け
た
が
其
時
丁
度
新
宿
の
停
留
所
に
来
着
い
た
の
で
、

只
僅
か
に
、

孤
蝶
君
も
亦
少
し
く
其
意
が
無
い
で
も
な
い
と
云
ふ
意
味
の
返
事
を
聞
き
得

た
ば
か
り
で
、
皆
々
急
い
で
電
車
に
乗
っ
た
。

堺
は
、

辰
猪
を
ま
ね
て
最
初
の
出
獄
後
米
国
へ
渡
っ
た
秋
水
を
引
き
合
い
に
出

し
な
が
ら
、

辰
猪
の
遺
志
を
継
い
で
、

孤
蝶
に
政
界
で
活
躍
す
る
こ
と
を
求
め
、

孤
蝶
も
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
な
返
事
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

堺
に
と
っ
て
、

孤
蝶
応
援
の
背
景
に
は
、

辰
猪
へ
の
敬
意
と
と
も
に
、
秋
水
追

悼
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
事
件
へ
の
抵
抗
が
伏
流
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
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『
現
代
文
集
』
に
は
、
事
件
後
の
閉
塞
し
て
い
く
時
代
に
対
す
る
苦
悩
が
感
じ

ら
れ
る
稿
も
あ
る
。
長
谷
川
天
渓
は
、
「
凝
縮
的
傾
向
の
生
活
と
産
物
」
を
寄
せ

て
い
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
日
本
の
「
文
明
の
歴
史
」
に
「
凝
縮
的
傾
向
」
を
見
て
、

社
会
を
「
拡
大
的
」
あ
る
い
は
「
遠
心
的
」
に
と
ら
え
る
こ
と
が
根
付
か
ず
、
「
思

想
」
が
生
ま
れ
る
土
壌
と
は
言
い
難
い
日
本
の
精
神
風
土
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

る。
天
渓
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

プ
ラ
ト

l
ン
の
出
で
た
の
も
、

カ
ン
卜
の
現
は
れ
た
の
も
、
(
略
)
彼
れ
等

の
四
辺
の
空
気
が
既
に
思
素
的
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
思
索
と
か
、
膜
想
と
か

言
は
る
〉
気
分
が
、
国
民
の
間
に
跨
腐
し
て
ゐ
て
こ
そ
、
始
め
て
深
い
意
義

を
包
含
す
る
産
物
が
出
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
斯
様
な
産
物
の
な
い
と
い
ふ



こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
国
民
生
活
に
思
索
的
傾
向
の
無
い
こ
と
を
語
つ

て
ゐ
る
も
の
だ
。

思
索
を
伴
は
な
い
凝
縮
的
傾
向
の
生
活
を
、
僕
は
回
避
的
と
称
す
る
。

(
略
)
回
避
的
生
活
は
、
人
生
に
於
け
る
複
雑
な
流
動
的
関
係
を
認
め
ず
、

只
自
己
一
人
の
生
活
に
立
て
能
っ
て
し
ま
ふ
こ
と
だ
。

そ
れ
は
寛
容
的
で
な

く
、
排
除
的
で
、

そ
の
た
め
に
想
像
も
、
思
想
も
酒
れ
て
し
ま
ひ
、
そ
れ
に

由
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
は
、
単
に
技
巧
の
方
面
に
妙
を
街
ふ
よ
り
外
に
、
特

色
と
す
べ
き
も
の
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。

天
渓
は
、
「
思
索
」
を
伴
わ
ず
、
「
排
除
的
」
で
、
「
想
像
も
、
思
想
も
澗
れ
て
」

し
ま
う
日
本
の
精
神
風
土
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
は
、
こ
の
後
の
文
章
で
、
当
時
の
文
壇
の
状
況
を
「
昔
の
封
建
制

度
に
養
は
れ
た
踊
跨
的
気
分
、
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即
ち
自
分
の
社
会
以
外
の
こ
と
に
は
頓
着
せ
ぬ
、

否
、
自
己
の
社
会
が
全
で
あ
る
と
い
ふ
や
う
な
凝
縮
的
傾
向
が
あ
る
や
う
に
思
は

れ
る
。
然
ら
ば
、
そ
の
傾
向
に
思
索
が
随
伴
し
て
ゐ
る
か
と
言
ふ
に
、
頗
る
怪
し

い
と
謂
は
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
、
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

天
渓
も
ま
た
、
閉
塞
し
て
い
く
時
代
の
な
か
で
、
「
思
想
」
や
、
「
社
会
」
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
深
く
苦
悩
し
、

日
本
の
精
神
風
土
が
持
つ
限
界
に
突
き
当
た
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

寛
も
ま
た
、
『
現
代
文
集
』
に
「
南
洋
館
」
と
い
う
詩
を
寄
稿
し
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
「
あ
〉
!

ど
ん
な
い
〉
物
で
も
、
/
ど
ん
な
真
剣
な
物
で
も
、
/
日

本
の
空
気
に
触
れ
る
と
、
/
大
抵
み
な
萎
び
て
し
ま
ふ
ん
だ
!
/
精
神
を
無
く
す

る
ん
だ
!
」
と
、
閉
塞
し
た
日
本
の
空
気
に
対
す
る
嫌
悪
感
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
そ
し
て
巴
里
や
羅
馬
を
観
て
来
た
後
に
も
、
/
や
っ
ぱ
り
南
洋
を
羨

し
い
と
思
っ
た
。
/
(
略
)
/
自
由
な
世
界
と
し
て
は
、
/
巴
里
も
羅
馬
も
南
洋

の
島
も
異
り
が
な
い
か
ら
だ
!
」
と
、
「
自
由
な
世
界
」

へ
の
憧
れ
を
吐
露
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

私
は
以
前
、
寛
の
「
誠
之
助
の
死
」
(
「
春
日
雑
詠
」
の
一
部
)
が
収
録
さ
れ
た

の
「
雨
」
と
い
う
詩
を
挙
げ
、
大
逆

『
鳴
と
雨
』
(
大
四
・
八
、
東
京
新
詩
社
)

事
件
以
降
閉
塞
し
て
い
く
日
本
の
中
で
、
自
由
を
失
い
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い

く
苦
し
み
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
雨
」
に
は
、

日
本

の
有
様
が
、
「
黒
板
塀
に
黒
い
屋
根
、
/
牢
屋
の
や
う
な
日
本
家
に
、
/
今
日
も

降
る
、
降
る
、
十
重
二
十
重
、
/
鉄
の
格
子
を
入
れ
て
降
る
、
/
灰
の
色
し
た
張

金
を
/
雁
字
が
ら
み
に
編
ん
で
降
る
。
」

と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
閉
塞

感
が
、
「
南
洋
舘
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

寛
が
、
孤
蝶
に
贈
っ
た
詩
の
な
か
に
、
事
件
以
降
、
寛
を
苦
し
め
て
き
た
思
い

の
吐
露
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
ま
た
、
二
人
の
立
候
補
に
は
共
通
す
る
思
い
が
あ
っ
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た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
『
現
代
文
集
』
に
は
、
大
正
三
年
に
始
ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
を
批
判

し
た
も
の
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
北
原
白
秋
は
、
「
地
雷
爆
発
」
と
い
う
詩
を
寄

せ
て
い
る
。
戦
場
と
な
っ
た
中
国
、
青
島
の
農
民
二
人
が
、

日
本
と
ド
イ
ツ
の
、
戦

い
の
犠
牲
と
な
り
、
地
雷
に
よ
っ
て
死
ん
で
い
く
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
南
京

豆
ど
こ
ろ
か
、

人
間
二
人
が
め
つ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
、
/
飛
ん
で
し
ま
へ
ば
空
は
う
ら

日
は
の
ど
か
。

日
本
と
独
逸
の
/
人
殺
し

(
略
)
ド
ン
ド
ン
パ
チ
パ
チ

ご
っ
こ
の
真
最
中
。
」
こ
の
詩
に
は
、
青
島
の
農
民
へ
の
蔑
視
も
幾
分
感
じ
ら
れ

は
す
る
が
、
白
秋
が
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
犠
牲
と
な
る
現
地
の
人
々
の
姿
を
描
き

出
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
逆
事
件
以
降
強
め
ら
れ
て
い
く
日
本
の
帝
国
主
義
へ
の

批
判
が
、
彼
の
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

「
鉄
椅
の
下
」
に
も
、
主
人
公

「
私
」
が

少
尉
と
三
人

小
川
未
明
の
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の
兵
士
が
戦
死
し
た
こ
と
が
書
か
れ
た
号
外
を
見
て
、
次
の
よ
う
に
感
じ
る
場
面

が
あ
る
。

私
は
其
の
三
人
の
兵
土
を
憐
み
ま
し
た
。
(
路
)

而
し
て
、
誰
も
我
が
屍

を
磯
野
に
横
へ
ん
が
た
め
に
此
の
世
に
生
れ
て
来
た
も
の
は
一
人
も
な
い
の

だ
と
思
ひ
ま
し
た
。
す
べ
て
が
自
分
の
力
を
超
越
し
た
運
命
に
支
配
さ
れ
て

ゐ
る
の
を
悲
し
み
ま
す
。
自
我
は
絶
対
に
自
由
な
る
も
の
で
な
い
a

社
会
の

力
に
屈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
も
、
戦
争
の
悲
惨
と
、
社
会
の
力
に
屈
せ
ざ
る
を
得
な
い
個
人
と
い
う

問
題
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
未
明
も
ま
た
、
閉
塞
し
た
時
代
と
、
戦
争
に
対
す

る
抵
抗
を
、
胸
に
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

孤
蝶
に
も
、
戦
争
へ
の
批
判
が
あ
る
。
孤
蝶
の

「
立
候
補
の
理
由
」
に
は

兵
備
の
過
大
は
、
好
戦
の
欲
望
を
促
進
し
、
往
々
、
為
政
者
を
し
て
、
帝
国

主
義
の
空
想
に
酔
は
し
め
、
無
名
の
師
を
興
さ
し
む
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

(
略
)
故
に
、

予
等
は
、
陸
軍
軍
備
の
縮
小
に
努
力
す
る
と
同
時
に
、
兵
役

年
限
の
短
縮
を
為
し
て
、
血
税
の
負
担
を
軽
か
ら
し
む
る
こ
と
を
期
さ
無
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

と
述
べ
ら
れ
、
「
軍
備
の
縮
小
」
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
帝
国
主
義
化
し
て
い
く

日
本
へ
の
危
慎
が
、
彼
の
な
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
寛
の
「
与
謝
野
鉄
幹
氏
の
宣
言
」
に
も
「
軍
備
、
婦
人
問
題
其
他
一
切

を
批
判
し
ま
す
。
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。

た
だ
、
孤
蝶
に
比
べ
れ
ば
、
ご
く
簡

単
に
触
れ
ら
れ
た
だ
け
と
い
う
感
は
否
め
な
い
。

『
現
代
文
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
総
勢
八
一
名
の
作
家
た
ち
の
文
章
に
、
こ
こ
で

全
て
触
れ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
後
に
別
稿
を
用
意
し
た
い
と
思
う
。
だ
が
今
見
て

き
た
、
激
石
、
堺
、

天
渓
、
寛
、
白
秋
、
未
明
ら
の
文
章
に
、
大
逆
事
件
へ
の
批

判
や
、
事
件
後
の
閉
塞
し
た
時
代
へ
の
苦
悩
、
さ
ら
に
、

日
本
が
帝
国
主
義
化
し

て
突
き
進
ん
で
い
っ
た
戦
争
へ
の
非
難
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

孤
蝶
は
こ
う
い
っ
た
作
家
た
ち
の
思
い
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
自
ら
の
心
に
抱

え
続
け
て
き
た
事
件
へ
の
抵
抗
を
一
つ
の
核
と
し
て
、
立
候
補
し
た
と
い
え
る
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

大
正
四
年
三
月
、

馬
場
孤
蝶
は
与
謝
野
寛
を
誘
い
、

二
人
は
衆
議
院
選
挙
に
立

候
補
し
た
。

思
想
・
表
現
の
自
由
に
対
す
る
国
家
の
弾
圧
と
し

そ
の
行
為
に
は
、

て
の
大
逆
事
件
に
対
す
る
抵
抗
、

そ
し
て
そ
の
後
の
閉
塞
し
て
い
く
日
本
の
状
況

に
対
す
る
批
判
が

込
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

nJ白
句
I
A

選
挙
の
結
果
は
、
孤
蝶
は
二
三
票
、
寛
は
九
九
票
で
、

ど
ち
ら
も
惨
敗
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
孤
蝶
と
寛
の
立
候
補
は
、
と
も
に
、
思
想
・
言
論
の
自
由
を
、王
張
し
、

そ
れ
を
規
制
す
る
法
律
の
撤
廃
を
訴
え
、
閉
塞
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
、
重

要
な
行
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

孤
燥
の
、
大
逆
事
件
以
降
に
書
か
れ
た
評
論
群
は
、
彼
が
事
件
の
衝
撃
を
忘
れ

ら
れ
ず
、
思
想
・
言
論
の
規
制
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
司
法
制
度
、
警
察
制
度
に

対
し
て
、
粘
り
強
い
抵
抗
を
し
続
け
、
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
評
論
群
で
あ
り
、
こ

れ
ら
が
、
彼
の
立
候
補
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
孤
蝶
は
こ
れ
ら
の
評
論
群

に
よ
っ
て
も
、

見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
作
家
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
ゾ
ラ
、
秋
水
、

辰
猪
、
沖
野
と
の
関
係
か
ら
、
事
件
が
孤
蝶
に
と
っ
て

い
か
に
深
い
傷
と
な
っ
た
か
、
自
ら
の
使
命
を
強
く
問
わ
れ
る
出
来
事
と
な
っ
た

か
が
見
え
て
く
る
。
孤
蝶
は
西
洋
文
学
の
翻
訳
家
と
し
て
、

ま
た
秋
水
も
敬
愛
し



た
辰
猪
の
遺
志
を
継
ぐ
弟
と
し
て
、
さ
ら
に
「
文
学
界
」
、
「
明
星
」

の
浪
漫
主
義

文
学
に
携
わ
っ
た
作
家
と
し
て
、
事
件
と
闘
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る。
そ
し
て
、
『
孤
蝶
馬
場
勝
浦
氏
立
候
補
後
援
現
代
文
集
』
に
寄
稿
し
た
作
家
た

ち
も
ま
た
、
大
逆
事
件
へ
の
抵
抗
、
閉
塞
す
る
日
本
に
生
き
る
苦
悩
、
第
一
次
世

界
大
戦
へ
の
批
判
を
抱
き
な
が
ら
、
孤
蝶
を
応
援
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、

逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

大
逆
事
件
と
い
う
、

日
本
近
代
史
上
ま
れ
に
見
る
、

国
家
に
よ
る
思
想
弾
圧
事

件
を
目
の
当
た
り
に
し
た
当
時
の
作
家
た
ち
は
、
現
実
の
政
治
に
対
し
て
直
接
何

も
闘
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
大
正
四
年
三
月
の
、
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、

喋
と
寛
の
、

そ
し
て
孤
蝶
を
応
援
し
た
作
家
た
ち
の
、
大
逆
事
件
と
の
、

そ
し
て

そ
の
後
の
国
家
と
の
、
闘
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

明
治
以
降
の
、
「
文
学
界
」
「
明
星
」
と
い
う
、
個
人
の
精
神
を

馬場孤蝶と与謝野寛、大正四年衆議院選挙立候補

因
襲
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
浪
漫
主
義
文
学
の
運
動
が
、
思
想
・

表
現
の
自
由
へ
の
弾
圧
に
対
し
て
、
激
し
い
抵
抗
を
示
し
た
動
き
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
そ
の
動
き
は
、
当
時
の
文
壇
の
大
き
な
勢
力

を
巻
き
込
ん
だ
動
き
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
近
代
文
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
大
正
四
年
三
月
の
馬
場
孤
蝶
と
与
謝
野

寛
の
立
候
補
は
、
大
逆
事
件
に
抵
抗
し
た
作
家
た
ち
の
政
治
行
動
と
し
て
、
も
っ

と
注
目
さ
れ
て
よ
い
出
来
事
な
の
で
あ
る
。

注
(
1
)
永
井
荷
風
「
花
火
」
(
『
改
造
』
大
八
・
二
一
)
に
は
、
「
小
説
家
ゾ
ラ
は
ド
レ
フ
ユ

ー
事
件
に
つ
い
て
正
義
を
叫
ん
だ
為
め
国
外
に
亡
命
し
た
で
は
な
い
か
。
然
し
わ
た

し
は
世
の
文
学
者
と
共
に
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

2
)
『
馬
場
孤
蝶
』
(
一
九
八
五
・
一
二
、
高
知
市
民
図
書
館
)

(
3
)
「
馬
場
孤
蝶
『
立
候
補
の
理
由
』
と
『
社
会
民
主
党
宣
言
』
」
(
『
初
期
社
会
主
義
研

究
』
二

O
O
O
-
-
二
)

見

(
4
)
『
与
謝
野
晶
子
と
周
辺
の
人
び
左
』
(
一
九
九
八
・
七
、
創
樹
社
)

(
5
)

「
晶
子
と
寛
、
大
逆
事
件
の
深
き
傷
跡
|
〈
新
資
料
〉
沖
野
岩
三
郎
宛
、
晶
子
紀
州

旅
行
の
礼
状
|
」
(
『
日
本
近
代
文
学
』
ニ

O
O七

(
6
)

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
木
戸
昭
平
氏

(
2
)

に
も
指
摘
が
あ
る
。

孤

(
7
)

こ
の
資
料
と
、
直
前
に
挙
げ
た
『
三
国
文
学
』
(
明
四
四
・
=
一
)
の
記
事
は
、
平
出

修
研
究
会
(
二

O
O
八
・
六
・
二
八
、
明
治
大
学
)
で
の
、
塩
浦
彰
氏
の
御
発
表
「
『
無

政
府
主
義
の
誤
謬
』
の
初
出
を
め
ぐ
っ
て
』
で
レ
ジ
ュ
メ
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
資
料

司。
旬

E
ム

で
あ
り
、
孤
蝶
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
が
示
唆
を
受
け
た
。

(
8
)

馬
渡
憲
三
郎
氏
は
、
『
社
会
的
近
代
文
芸
』
(
一
九
九
二
・
三
、
日
本
図
書
セ
ン
タ

ー
)
「
解
説
」
で
、
『
社
会
的
近
代
文
芸
』
に
つ
い
て
「
大
逆
事
件
以
後
の
『
冬
の
時

代
』
の
我
国
の
文
学
的
、
思
想
的
な
情
況
下
に
お
い
て
十
分
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
9
)
『
社
会
的
近
代
文
芸
』
「
新
文
学
の
弁
」
の
初
出
は
不
明
だ
が
、
本
論
で
述
べ
た
鶴

外
「
沈
黙
の
塔
」
と
の
類
似
か
ら
、
大
逆
事
件
以
降
の
論
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
地

下
へ
」
の
初
出
は
、
『
三
田
文
学
』
(
大
元
・
一

、-'
D 

(
凶
)
他
に
も
「
ゾ
ラ
の
『
労
働
』
を
読
む
」
(
『
読
売
新
聞
』
大
八
・
一

0
・
二
六
)
が

あ
る
。
ま
た
、
『
社
会
的
近
代
文
芸
』
「
近
代
文
学
の
傾
向
」
で
も
、
ゾ
ラ
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。

(
日
)
瀬
沼
茂
樹
氏
(
『
日
本
文
壇
史
幻
大
正
文
学
の
拾
頭
』

一
九
七
八
・
四
、
講
談
社
)
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に
、
吉
井
勇
も
『
孤
蝶
立
ち
我
日
の
本
の
ま
つ
り
こ
と
あ
ら
た
ま
る
と
き
春
は
来
に

け
り
」
と
詠
ん
だ
と
あ
る
。

(
ロ
)
『
現
代
文
集
』
「
凡
例
』
に
、
「
四
、
原
稿
の
配
置
は
、
寄
稿
を
承
諾
せ
ら
れ
た
る
順

序
に
よ
る
。
」
と
あ
る
。

(
日
)
散
石
門
下
の
生
田
長
江
、
森
田
草
平
ら
が
活
動
し
て
い
た
『
反
響
』
グ
ル
ー
プ
も

連
帯
し
て
孤
喋
に
立
候
補
の
決
意
を
促
し
た
。

(
U
)
馬
場
孤
蝶
『
明
治
文
壇
回
顧
』
(
昭

一
・
七
、
協
和
書
院
)

(
日
)
『
激
石
全
集
第
二

O
巻
』
(
一
九
九
六
・
七
、
岩
波
書
広
)

(
時
)
水
川
隆
夫
氏
は
、
『
夏
目
散
石
と
、
戦
争
』
(
二

O
-
0
・
六
、
平
凡
社
新
書
)
で
、

孤
蝶
の
立
候
補
し
乙
散
右
の
後
援
に
つ
い
て
述
。へ
、
「
私
の
個
人
主
義
」
が
『
現
代
文
集
』

の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、
孤
蝶
へ
の
激
石
の
共
感
を
論
じ
て
い
る

が
、
大
逆
事
件
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
』

14 -

げ
)
(
『
激
石
と
子
規

激
石
と
修

大
逆
事
件
を
め
ぐ
っ
て
』
二

O
O
二・

一
二
、
和

泉
書
院
)

(
日
)
馬
渡
憲
三
郎
氏
は
、
『
社
会
的
近
代
文
芸
』

(
8
)
「
解
説
」
で
、
「
『
近
代
思
想
』
シ

ン
パ
と
し
て
の
存
在
で
は
重
き
を
な
し
て
い
た
」
と
指
摘
、
孤
蝶
の
立
候
補
を
、
「
社

会
主
義
思
想
へ
の
接
近
と
実
践
が
行
わ
れ
て
い
た
」
と
す
る
。

(
印
)
孤
蝶
は
自
ら
の
落
選
後
、
大
正
六
年
三
月
に
堺
利
彦
の
立
候
補
応
援
演
説
を
し
て

い
る
。

(
初
)
逸
見
久
美
『
鳴
左
雨
抄
評
釈
』
(
一
九
九
二
・
九
、
明
治
書
院
)
に
一
九
一
一
年
作

と
あ
る
。

幻
)

(

5

)

に
向
。

(
っ
か
も
と

あ
き
こ
、
甲
南
大
学
准
教
授
)




